
１ はじめに

今回の調査地は、藤原宮の中枢部の一つで、当時の政

務・儀式・饗応が執りおこなわれた朝堂院地区である。

この朝堂院地区については、１９３４～１９４３年にかけて日本

古文化研究所（以下、古文化研）による最初の発掘調査が

おこなわれている。その結果、東西２３５m、南北３１８mの複

廊がめぐり、その内側に左右対称に合計１２の長大な朝堂

が配置された、広大な規模をもつ朝堂院であったとがわ

かっている（日本古文化研究所『藤原宮発掘調査報告二』）。し

かし古文化研による調査は、想定された柱位置のみを掘

る部分的な調査であったため、建物構造の詳細やその国

土座標上の位置については不明な点が多い。それらの問

題をうけて奈良文化財研究所では１９９９年以来、この朝堂

院地区及び大極殿地区の継続的な調査をおこない、現在

までに大極殿院東門（第１１７次、古文化研の調査では東殿）、

東楼（第１００次）、朝堂院東第一堂（第１０７次）、同第二堂北

半分（第１２０次）、そして東面回廊の一部分の発掘調査を

終えている。

今回の調査区は第１２０次調査区の南側、朝堂院東第二

堂の南半分の検出が想定される場所に設定した。『延喜

式』によれば朝堂院東第二堂は、「含章堂」と呼ばれ、大

納言・中納言・参議の座が設けられていたとされる。古

文化研の発掘調査の結果では、桁行１５間（２１０尺）、梁行４

間（４０尺）の総柱の両廂礎石建物として復元されている。

しかし第１２０次調査の結果、①梁行は５間で、西側に孫廂

があること、②東第一堂と第二堂は側柱筋を揃え、梁行

は双方ともに５０尺になる可能性が高いこと、③棟通りに

も柱が立つが、それは床束である可能性が高いことなど

が新たに指摘された（『紀要２００３』）。本調査では、この第

１２０次の調査結果を、東第二堂南半分で確認することを

第一の目的とした。

また、古文化研の調査報告では朝堂院東面回廊の中間

部分、すなわち東第二堂と東第三堂の間にあたる位置に、

東門が存在する可能性を指摘しつつも、その確証を得な

かったことが記載されている。しかし戦後におこなわれ

た発掘調査や『平安宮八省院図』（陽明文庫本）の記載から、

平城宮東区朝堂院上層、長岡宮朝堂院、平安宮朝堂院の

東・西面回廊の中間付近に門が存在していたことがわか

っている。これらのことから藤原宮朝堂院にも東門ある

いは西門が存在する可能性は高いと考え、その確認も調

査目的の一つに加えた。

設定された発掘調査区は南北２１．５m、東西４６．０mで、

発掘総面積は９７０㎡である。発掘期間は２００３年１月８日

～４月９日である。４月１４日に重機による埋め戻しをお

こない、調査を終了した。

２ 検出遺構

本調査区の基本層序は以下の通りである。上から表土

（地表面高７３．３０m、約１０㎝）、耕土（約１０㎝）、床土（約２５㎝）

と続き、その下に瓦を多く包含する暗灰褐色砂質土層

朝堂院東第二堂・東門・
東面回廊の調査 ―第１２５次

１２０次

１２５次

図９７ 日本古文化研究所トレンチ位置図 １：８００
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図９８ 第１２５次調査遺構図 １：２００
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（１０～１５㎝）、橙褐色または黄褐色の整地土層（３０～４０㎝）

が堆積し、概ね標高７２．２０～７２．４０mで暗茶褐色粘質土か

らなる地山層に達する。遺構の検出は、橙褐色・黄褐色

整地土層上面でおこない、藤原宮期の遺構やそれに先立

つ造営時の溝などを検出した。また後述するが、整地土

と地山の間に極暗青灰褐色粘質土の堆積する場所が確認

されている。

古墳時代～７世紀後半の遺構

SX９６８６ 第１２０次調査区東側一帯で確認していた沼状地

形の続きの部分である。本調査区の北壁・東壁・南壁の

土層観察及び調査区内の断ち割り調査の結果から、その

範囲は調査区北端の中央付近から南東方向に弧を描くよ

うに広がることがわかる（図９９）。地山面を切る形で斜め

に落ち込み、確認された範囲では０．５m以上の深さを持

つ。極暗青灰褐色粘質土を堆積する。従来、この土壌を

沼状地形堆積土と呼称しているが、その堆積範囲の形状

から考えて、河川などの後背湿地に堆積した土壌の可能

性も考えられる。１２０次調査では５世紀前半頃の埴輪破

片を多数出土したが、本次調査では遺物はほとんど出土

しなかった。

藤原宮造営期～藤原宮期の遺構

SD９６９０ 第１２０次調査区でも確認していた、東第二堂東

側柱から東へ約３mの位置にある南北素掘溝である。

１２０次調査の成果では、宮造営時の排水溝などの可能性

を指摘している。調査区の南寄り、東第二堂南側柱の南

約４mで検出した東西溝SD９７８０に直交する。確認面は整

地土上面で、最大幅０．５m、深さ約０．３５mである。その堆

積土は上層と下層の２層からなり、上層には灰白色砂混

明茶灰色粘質土が、下層には木屑を多量に含む酸化鉄混

暗灰色粘質土が堆積する。多量の木屑を含むことから、

下層は藤原宮造営期の溝と考えられるが、上層について

は朝堂院東第二堂の東側雨落溝として機能していた可能

性もある。

SD９６８５ これも同じく第１２０次調査区でも確認していた、

東第二堂西側柱筋にある南北方向の素掘溝である。耕作

溝に破壊され遺存状態は極めて悪いが、SB９７００南西隅の

礎石据付掘形と重複し、それに先行することを確認して

いる。また１２０次調査の所見同様に、その埋土に木屑・砂

・遺物などはほとんど含んでいない。これらの結果から、

東第二堂の造営が本格化する前に、埋め立てられたと推

定される。

SD９７８０ 東第二堂南側柱の南約４mの位置で検出した

東西素掘溝で、SD９６８５・SD９６９０に接続し、更にSD９７８３

に達する。最大で幅は０．６m、深さは０．３mを測る。SD

９６９０と同様の堆積状態をもち、上層には砂を多く含み、

下層では多量の木屑を検出した。なおSD９６９０との合流

点以東では、上層の堆積のみからなり、木屑を多量に含

む下層の堆積は続かないことを確認している。下層を宮

造営時に、上層を藤原宮期に機能していた溝と想定した

場合、造営時のSD９７８０は、東第二堂の東３mの地点で北

側に向きを変えてSD９６９０に接続していたが、その後、回

廊東門西側雨落溝SD９７８３まで延長されたと考えること

ができる。

SD９０８０・SD９０４０ それぞれ東面回廊東側雨落溝SD

８９７５・西側雨落溝SD９００２の下層で検出した素掘りの南

北溝である。双方共に堆積土には木屑を多く含むが、瓦

などの遺物は少ない。X＝－１６６，７０８（日本測地系）付近で

SD９０８０は西に、SD９０４０は東に屈曲し、それぞれSD９７８１、

SD９７８２に接続する。１２０次調査の所見では、瓦混じりの

橙褐色土により埋立てられ、その後、東面回廊雨落溝SD

SX９６８１

SX９６８６

１２０次

１２５次

SX９６８６

図９９ 沼状地形SX９６８６の範囲 １：８００
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８９７５・SD９００２にそれぞれ掘り直されたされる。しかし

本調査ではそのような埋立て土は確認できず、その調査

所見を追認することはできなかった。

SD９７８１・SD９７８２ それぞれ東門西側雨落溝SD９７８３・

東側雨落溝SD９７８４の下層で検出した素掘溝である。遺

存状態は極めて悪く、断続的である。SD９０８０・SD９０４０

と同様に堆積土に多量の木屑を含むが、瓦などの遺物は

ほとんど含まない。東門造営時に作られた排水溝と考え

られる。

藤原宮期の遺構

朝堂院東第二堂SB９７００ 調査区北西部にある礎石建南

北棟建物で、建物の南約１／３を検出した。今回の調査で

は、桁行で２間分、梁行で５間分の合計１６ヶ所の礎石据

付掘形を確認した。礎石据付掘形の規模は、最大で長さ

２．０m、幅１．７m、深さ０．５m程度であり、その中では礎石

を安定させるための直径１０～２０㎝程度の栗石を多数検出

した。さらに後世に礎石を捨て込んだ穴も３ヶ所検出し

た。その平面規模は最も大きいもので長さ２．８m×幅２．０

mであり、深さは１mを越える。捨て込まれていた礎石

の大きさは、最大で、長さ１．２m×幅０．７mである。今回検

出した南側の柱筋は、古文化研の調査結果とほぼ同じ位

置であり、第１２０次調査の結果もあわせて考えると、東第

二堂の規模は、梁行５間、桁行１５間であることは確実で

ある。一方柱間については、１２０次調査の所見では桁行方

向１４尺（約４．２m）、梁行方向１０尺（約３m）で等間と推定さ

れていた。しかし東第二堂では本次調査も含めて礎石を

現位置で確認した例はない。また今回の調査結果を見る

と、身舎及び東西廂部分の梁行の柱間については１０尺と

考えて問題はないが、西側の孫廂部分では９尺と捉える

ことも可能な範囲である。

また東側柱筋から東へ約３mの位置に南北素掘溝SD

９６９０を、さら南側柱筋から南に４．２m離れた位置にそれ

に接続する東西素掘溝SD９７８０を検出した。前述の通り、

両素掘溝の上層部分については、東第二堂SB９７００の雨落

溝として機能していた可能性が考えられる。さらに各礎

石据付掘形の南１．５m付近に規則的に配置された径約０．５

m、深さ０．３m程度の柱穴３０基（足場SS９７８５）も検出してい

る。東第二堂SB９７００の建設時あるいは解体時の足場穴で

あろう。なお１２０次調査では東第二堂SB９７００の西側に朝

庭バラスSX９６９５を検出していたが、今次調査区では遺

存状態が悪く、確認できなかった。

朝堂院東門SB９８００ 調査区南東では東面回廊に開く門

を検出した。後述する回廊の東西両雨落溝が調査区北寄

り１／３程度の位置で、一度東西に屈折したあとに再び

南側に伸びること、そして検出した礎石据付掘形間の距

離が、回廊の他の部分に比べて広いことから、門と推定

した。礎石据付掘形は９ヶ所、礎石落込穴は６ヶ所（礎石

は７個）を検出した。礎石据付掘形の遺存状態は悪く、そ

の規模は小型だが、落し込まれた礎石の大きさは１５０㎝

を越え、東第二堂のものより大型である。確認した礎石

据付掘形の位置関係から、この門の柱間は梁行・桁行と

もに１７尺と想定できる。梁行は２間で、東西１０．２m（３４

図１００ 朝堂院東第二堂礎石据付掘形と落込穴（北から） 図１０１ 朝堂院東門礎石据付掘形と落込穴（北から）
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尺）の長さとなる。また東門北端の柱筋と、前述の東第

二堂南端の柱筋がX＝－１６６，７１１（日本測地系）前後で、ほ

ぼ一致していることから、南端の柱筋も、東第三堂北側

の柱筋に揃えた可能性は高い。古文化研による朝堂院東

第三堂の調査成果をあわせて考えると、梁行は３間で、

５１尺の長さになる可能性が極めて高い。以上から東門は、

梁行３間×桁行２間（柱間１７尺等間）の礎石建ち八脚門に

復元できる。東西側柱の外側３m付近では、東面回廊雨

落溝SD８９７５・９００２につながる東門西側雨落溝SD９７８３・

東側雨落溝SD９７８４を検出した。それぞれSD９７８１・SD

９７８２の上層にあたり、前者の幅は０．５m、深さは０．２m、後

者の幅は０．５m、深さは０．３mである。その覆土中には多

量の砂を含み、多数の瓦が出土したことから、東門の雨

落溝にあたるものと判断した。両溝の心々距離は１５．０m

（５０尺）であり、軒の出は、梁行方向で約２．４m（８尺）、桁

行方向で約３．０m（１０尺）である。また今回検出した桁行

方向で北側２列の礎石据付堀形の南側約１mの位置に、

東西方向で約４m間隔の小規模な柱穴列からなる足場

（SS９７８７）を確認している。東門建設時あるいは解体時の

足場穴と推定される。なお朝堂院東門の西側、東第二堂

の間には、散漫な分布ではあるがバラス敷きSX９７９７を

検出している。

朝堂院回廊SC９０１０ 調査区の北東では、第１００次、１０７次、

１２０次調査で確認していた東面回廊の続きを検出した。

過去の調査では回廊は瓦葺礎石建ちの複廊で、柱間は桁

行４．２m（１４尺）、梁行３．０m（１０尺）と復原している。今回

の調査では遺構の遺存状態が予想以上に悪く、礎石据付

掘形を明確に認識できたのはわずか２ヶ所である。掘形

の規模は径１．０m、深さ０．１mである。礎石を安定させる

ための栗石などは残されてはいなかった。また東面回廊

の東側柱想定位置の東２m、西側柱想定位置の西２mに

それぞれ東側雨落溝SD８９７５・西側雨落溝SD９００２を検出

した。軒の出は約７尺となる。それぞれSD９０８０、SD９０４０

の上層遺構にあたる。その堆積土には多量の砂が含まれ、

多くの瓦が検出されている。また東西両側柱の外側１m

付近には、梁行方向に柱筋を揃えて、足場SS９７８６を検出

した。１０７次調査の東面回廊部分でも、同様の位置に足場

SS９０７０を検出し、回廊建設時の足場としている。

（渡辺丈彦）

３ 出土遺物

土器類 本調査での土器出土量は埴輪・瓦類に比較して

著しく少ない。時期的には１２０次調査同様に、古墳時代か

ら近世のものまである。主体を占めるのは飛鳥Ⅲ～Ⅴ期

の土器であり、特に藤原宮期（飛鳥Ⅴ期）の土器が多い。

器種としては、須恵器の杯B、杯蓋、小型壺L、平瓶、甕、

土師器の杯C、高杯、甕Aなどがある。また特殊遺物とし

ては、「山寸」とヘラ書きされた須恵器盤１点、漆の付着

した須恵器２点（内１点にはヘラ記号あり）、円盤、施釉陶

器８点（内、５点が近世陶器）がある。「山寸」とヘラ書き

された資料の出土例は、石神遺跡第５次調査「山寸」、第

７次調査「尾山寸」などがあり、愛知県小牧市篠岡７８号

窯出土資料にも同じヘラ書き文字がみられる。石神遺跡

出土資料は篠岡７８号窯を含む尾北古窯群出土資料と器形

・胎土・色調が類似似しており、尾北産と指摘されてい

る（西口壽生「石神遺跡出土の箆書き土器」『年報１９９３』）。今回

の出土資料も、ヘラ書き文字・胎土・色調から、尾北産

と考えて問題はない。また従来、「尾山寸」「山寸」とヘ

ラ書きされた資料の器種には甕・平瓶・鉢などがあった

が、今回の出土例により、新たに盤がそのバリエーショ

ンに加わった。 （渡辺）

埴 輪 本調査では、約１３０片の埴輪が出土した。やや大

型の破片も見られるが、小片が多い。下層の沼状地形SX

９６８６の存在する調査区中央部付近に集中する傾向がある。

種類別では円筒埴輪が大多数を占め、形象埴輪は蓋形埴

輪１０片、家形埴輪１８片、船形埴輪１片などがある。本項

ではこのうち、遺存状態が良好ないしは特徴的な資料に

ついて詳述する（図１０２）。

１は蓋形埴輪。台部から軸受部までの破片がある。基

底部下端や軸受部口縁、笠端部は欠損しているが、笠径

は約６０㎝に復元できる。有黒斑。軸受部は、剥離状況か

らみて外反する二重口縁をなす。笠部はヨコハケ調整で、

横方向に２条の沈線を巡らし、その外側に縦方向の沈線

を約５㎝間隔で配す。台部はタテハケ調整で、円形の透

孔をあける。第１２０次調査で出土した蓋形埴輪（『紀要

２００３』９７頁）より小型である。

２・３は円筒埴輪。同巧品である。口径３０㎝、底径１８㎝。

外面調整はタテハケ後、B種ヨコハケを施す。最上段は、

B種ヨコハケの後にナナメハケを施す。内面は上半はナ
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ナメハケ、基底部はナデで調整する。円形の透孔をあけ、

突出の高い突帯を付ける。有黒斑。

４は船形埴輪舷側板の破片。舳側か艫側かは不明であ

る。梁状の隔壁を、舷側板を貫通させて取り付ける。隔

壁の下部に、外面には舷側部と船底部との継ぎ目を表現

した痕跡が、内面には底板との接合痕が残る。

家形埴輪は、茶褐色を呈する大型品と、赤褐色を呈す

る小型品がある。大型品は、粘土板を貼り付けて柱を表

現した壁体や、破風板を付けた屋根の破片が数個体分あ

る。小型品は、屋根の小片が１個体分ある。

以上の埴輪は、いずれも５世紀前半に位置づけること

ができ、円筒埴輪の形態や調整手法は第１２０次調査で出

土したものと似ている。第１２０次調査の報告では、近くに

古墳があることを想定した。両者の埴輪は同一の古墳に

由来する可能性がある。 （前岡孝彰）

瓦磚類 大量の瓦磚類が出土した。内訳は、軒丸瓦７型

式２２種１４５点、軒平瓦５型式１３種１６０点、丸瓦５，７１０点（６５

１．５６㎏）、平瓦２８，４０５点（２，８９０．５２㎏）、面戸瓦１１４点、熨斗

瓦１０９点、谷樋瓦５点などである（表１０）。

軒瓦の出土地点の傾向をみると、東第二堂周辺からは

６２８１A・Bと６６４１C・Fが目立ち、東門および回廊周辺か

らは６２７５A、６２７９Abと６６４２A・C、６６４３Cが目立つ。

第１２０次調査では６６４１Cがごく少量しか出土しなかっ

た。そのため、東第二堂は東第一堂と異なり、６２８１B－

６６４１Fを主体として葺いていた可能性を考えたが、今回

の調査で６２８１Aと６６４１Cも一定量出土したことから東第

二堂の所用瓦も６２８１A－６６４１Cと６２８１B－６６４１Fの２セッ

トであるといえる。つまり、第一堂も第二堂も軒先は間

弁どうしがつながる６２８１と、上外区に珠紋、下外区・脇

区に鋸歯紋をおく右偏行唐草紋の６６４１で飾られていたの

だろう。

第１０７次調査の成果から回廊の所用瓦は６２３３Ba－６６４２

A、６２７５A－６６４３C、６２７９Ab－６６４２Cの３セットと考えら

れたが、第１２０次調査では６２３３Baの出土がごく少量だっ

たため、６６４２Aと組み合う軒平瓦は６２７５Aと６２７９Abとし、

東面回廊は場所によって瓦の組み合わせが異なる可能性

を指摘した。今回の調査で出土した分量だけをみれば、

６２７５A－６６４２Aと６２７９Ab－６６４２Cの２セットという推定

もできるが、６６４３B・Dも一定量出土している。

上記の軒丸瓦３種のうち６２７５Aと６２７９Abは、中房の蓮

子が二重と一重という違いこそあれ、瓦当径がほぼ同じ

くらいで、外縁の幅が広く線鋸歯紋をめぐらすという特

徴は一致する。また、６６４２と６６４３は、内区の偏行唐草紋

が右向きか左向きかの違いはあるが、上・下外区と脇区

に珠紋を飾る点は共通している。

ただし、第１０７次調査の際に回廊の所用瓦と推定した

６２３３Baについては、第１２０次と今回の調査ではごく少量

しか出土しておらず判断しがたいが、第１００次調査で東

０ （１） ３０�

０ （２～４） ２０�

２

１

３

４

図１０２ 第１２５次調査出土埴輪 １：４（１のみ１：６）
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楼SB５３０の周辺からも多く出土していることから、６２７５

Aと同様に東楼SB５３０の所用瓦である可能性もある。こ

の問題については、今後の調査の進展を待ちたい。

（小谷徳彦）

４ まとめ

朝堂院東第二堂 今回の調査による第一の成果は、朝堂

院東第二堂の規模が概ね確定したことである。東第二堂

の南端を確認したことにより、東第二堂の規模は、桁行

１５間、梁行５間であることは確定した。しかし柱間寸法

については若干の問題点が残る。１２０次調査の結果から

は身舎・廂のすべての部分で、桁行方向１４尺（約４．２m）等

間、梁行方向１０尺（約３m）等間の柱間とし、建物の梁行

を５０尺としている。さらにその成果をうけて、従来４８尺

（身舎で１４尺、廂で１０尺）としていた東第一堂の梁行の長さ

を（『紀要２００１』）、５０尺である可能性が高いとした（『紀要

２００３』）。しかしながら、今次調査の成果をみると、身舎

及び東西廂部分の梁行柱間は概ね１０尺（約３m）でも問題

はないが、西側の孫廂部分についてはむしろ９尺に近い。

東第二堂で現位置を保ったままで確認された礎石は一例

もなく、その正確な柱間の長さを復元するデータはない。

それ故、現状で梁行を４９尺・５０尺のいずれかに決定する

ことは困難である。またさらにそこから第一堂の梁行に

言及することも難しい。よって現状では東第二堂の桁行

柱間はすべて１４尺（約４．２m）と考え、梁行柱間については、

身舎及び廂部分で１０尺（約３．０m）、孫廂部分で９尺または

１０尺（約２．７mまたは約３．０m）の柱間を想定するのが妥当で

あろう。

また東側柱の礎石据付穴と造営溝SD９６８５が重複関係

を持ち、後者が先行することを改めて確認したことから、

第１２０次の調査結果と同様に、当初東第二堂は梁行４間

で計画されていたが、建設の途上で梁行５間に変更され

たことも明らかとなった。その一方で、第１２０次調査で棟

通りの位置に確認されていた比較的小規模な礎石据付掘

形については、想定される位置に東西及び南北方向の後

世の耕作溝が深く入り、確認には至らなかった。しかし

表１０ 第１２５次調査出土瓦集計

軒 丸 瓦 軒 平 瓦
型式 種 点数 型式 種 点数 型式 種 点数 型式 種 点数
６２３３ Ba ３ D ２ ６５６１ A １１ ６６４７ Ca １
６２７１ A ６ E １ ６６４１ Ab ５ 型式不明 ８
６２７３ A １ H ２ C １２

B ２ J １ E ４ 合計 １６０
C ７ N ２ F ２８ その他
D １ ６２７９ Aa １ ６６４２ A １８ 種類 点数

６２７４ Ab １ Ab ４１ B １ 面戸瓦 １１４
B ２ ６２８１ A １１ C ３３ 熨斗瓦 １０９

６２７５ ３ B １８ ６６４３ Ab ４ 谷樋瓦 ５
A ２２ 型式不明 ６ ６６４３ B １２ 隅切平瓦 ２
B ２ C ７ 不明道具瓦 １
C １０ 合計 １４５ D １６ 合計 ２３１

６２７５A－６６４２A ６２７９Ab－６６４２C

図１０３ 朝堂院回廊および東門所用軒瓦 １：４
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２００４年１月から調査が行われ、その概要を本書８８・８９頁

でも示した朝堂院東第三堂の成果をみると、そこでも棟

通りの位置に小型の礎石据付掘形が確認されている。第

二堂の棟通りにも何らかの柱が立つことは間違いがない

と考えられる。しかし本次調査では、その性格に言及す

るための新たな成果は得られなかった。

朝堂院東門 第二の成果は、過去の古文化研他の発掘調

査で未確認であった朝堂院東門を確認し、その規模を把

握するための良好なデータを得たことである。東門の南

側１／３程度は調査区外であるが、その建物の平面規模

は、桁行３間×梁行２間（柱間１７尺等間）である可能性が

高い。また若干の問題はあるが雨落溝の内側までを東門

基壇と仮定した場合、その規模は約２１．３m×約１４．５mと

推定される。

現在まで、藤原宮内で確認された門は、大垣に開く南

面中門、西面中門、西面南門、北面中門、東面北門、そ

して朝堂院南門、大極殿院東門、西門の合計８ヶ所であ

る（表１１）。また大極殿院北門についても存在した可能性

が高いとされている。このうち大垣に開く５つの門につ

いては、共通して桁行５間×梁行２間（柱間１７尺等間）と

いう規格を持つ。また大極殿院東西門については桁行６

間以上（報告者は７間の可能性が高いとする）×梁行２間で、

桁行１４尺、梁行１１又は１２尺の柱間を復元している（『紀要

２００３』）。今回検出した朝堂院東門の建物規模は、大垣に開

く宮城門に比較して桁行が２間分少ないが、その一方で

柱間については共通した規格をもつと理解できる。

一方、朝堂院回廊のほぼ中央に開く門の存在は、発掘

調査によって平城宮東区朝堂院上層（通称：第二次朝堂院）、

長岡宮朝堂院で確認されている。また平安宮朝堂院につ

いては『平安宮八省院図』（陽明文庫本）によってその存在

が確認でき、東門は「宣政門」（西面回廊の「章善門」と対に

なる）と呼ばれていたことがわかっている。しかし、平城

宮東区朝堂院上層の例については、遺構の遺存状態の悪

さから、さらに平安宮朝堂院については記載が無いこと

から、その基壇規模・建物規模の正確な復元には至って

いない。また長岡宮朝堂院の場合、基壇規模・建物規模

の復元が試みられてはいるが、それは門全体１／４程の

部分的な調査成果による復元であり、一部に問題も指摘

されている（表１２）。今回の調査で、朝堂院東門の基壇規

模・建物規模の復元を高い確度でおこなえたことは大き

な成果である。

また平城宮東区以前での朝堂院東西門の存否は不明で

あったが、今回藤原宮朝堂院での確認により、藤原宮以

後、平城宮東区朝堂院（上層）以前に造営された後期難波

宮朝堂院、平城宮東区朝堂院下層にも、東西の門が存在

していた可能性が指摘できる。一方、藤原宮造営以前に、

朝堂院を確実に形成していた宮殿としては前期難波宮が

あるが、過去の調査成果からは、門が存在する可能性は

低いとされている。今回の調査によって、朝堂院に東西

の門が成立するのは、藤原宮からであることが確実とな

った。宮の中枢部をなす朝堂院の構造の変遷過程を考え

る上で貴重な成果といえよう。 （渡辺）

表１１ 藤原宮諸門規模の比較

建物規模 柱 間
備 考

桁行 梁行 桁行 梁行

大極殿院北門 ９間 ２間 １４尺等間 １１尺等間 飛鳥藤原１１７次（紀要２００３）他

大極殿院東門 ７間 ２間 １４尺等間 １１尺or１２尺等間 飛鳥藤原１１７次（紀要２００３）

大極殿院西門 ７間 ２間 １４尺等間 １１尺or１２尺等間 飛鳥藤原１１７次（紀要２００３）他

朝堂院東門 ３間 ２間 １７尺等間 １７尺等間

朝堂院南門 ５間 ２間 １６尺・１６尺・１８尺・１６尺・１６尺 １７尺等間 日本古文化研究所調査

北面中門 飛鳥藤原１８次（概報６）

南面中門 飛鳥藤原１次（概報１）

東面北門 ５間 ２間 １７尺等間 １７尺等間 飛鳥藤原２７次（概報１０）

西面中門 飛鳥藤原３７次（概報１４）

西面南門 飛鳥藤原９６次（年報２０００）

表１２ 朝堂院東西門規模の比較

基壇規模 建物規模 柱 間
備 考

南北（桁行） 東西（梁行） 南北（桁行） 東西（梁行） 南北（桁行） 東西（梁行）

藤原宮朝堂院東門 ２１．３m １４．５m ３間 ２間 ５．１m（１７尺） ５．１m（１７尺）

平城宮東区朝堂院東門 １９．５m １６．５m ● ● ● ● 平城２０３次調査

長岡宮朝堂院西門 １２．０m ９．０m ３間 ２間 ３．０m（１０尺） ３．０m（１０尺） 京都府概報（１９６６）

平安宮朝堂院東門 ● １２．５m ５間 ２間 ● ● 延喜式八省院図他
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